青山荘　　フェイスシート

	入　所　者
	氏　名　　　　清川　厚子　　　　様　　　男・女　　昭和　29年　6月　12日生（51歳）

	
	〒039-1101　　　　住　所　八戸市大字尻内町河原51-3　　　　　電話　0176-23-3447

	
	病　　名
	心因反応、精神遅滞
	合　併　症
	糖尿病

	
	発症時期
	昭和56年頃
	罹 患 期 間
	約　24　年　

	
	入院回数
	　５　回
	延べ入院年数
	　　　　　約1年3ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川畑Dr　）
	外来受診日
	毎火曜日（週　1　回）

	医療区分
	　国保
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（1級）

	年　　金
	有・無　１級（　月額　8.3万円　）　重度医療　有

	 入所年月日
	Ｈ18年2月26日
	身長
	146cm
	体重
	54kg

	最終学歴
	三条中学校（普通学級）
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	昭和46年～（3年程）　苫米地煎餅店（煎餅の生産作業一部）

昭和49年～（4年程）　東京ドレス（クリーニング作業・ドレス製作一部）

昭和53年～（3年程）　みかん工業（静岡県）（みかん缶詰仕分け作業）

	保　護　者
	氏　　名　清川　良一　様　　　　　　　　　続柄　　　夫　　（同居　・否）

	長期目標

· 規則正しい生活リズムを確立し、家庭での家事が行える。

· 通院・通所（デイケア）、服薬の必要性を理解し、怠慢のない生活をする。

	入院・治療歴

　
　　入院期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療機関

昭和56年1月29日　　～　　昭和56年2月27日　　　入院　　　八戸赤十字病院

　平成　4年5月11日　　～　　平成　4年7月11日　　　入院　　　八戸赤十字病院

　平成16年1月19日　　～　　平成16年4月30日　　　入院　　　　青南病院

　平成17年1月19日　　～　　平成17年3月20日　　　入院　　　　青南病院

平成17年7月12日　　～　　平成18年2月26日　　　入院　　　　青南病院

	生活歴

S29八戸市にて同胞3名の末子として出生。生来精神遅滞であり、中学校卒業後就職し、10年ほどの間、職業を転々とする。S56.1.23痔の手術の為八戸赤十字病院へ入院するが入院時に不眠・人物誤認・希死念慮等が出現し、同月29日に精神科に転科。（S56.1.29～S56.2.27）S63現在の夫と結婚。しかし、殆ど家事を行わず、家でテレビを見たり、カラオケへ出かけたりしていた。八戸赤十字病院退院後、自宅で生活していたが、不眠・拒否・独語・排尿困難が出現し2回の入退院を繰り返す。H16年1月、不眠・緘黙・疎通不良で八戸赤十字病院を受診するが、改善が見られず青南病院を紹介され入院となる。その後、訪問看護を利用しながら青南病院デイケアへ通所。しかし、何かと理由をつけてデイケア通所拒否する。また、怠薬傾向にあり、特に下剤に対しての拒否があり、重度の便秘となる。外来受診時腸閉塞の危険性が高い事と生活リズムに乱れがあることを理由にH17.7.12青南病院入院。入院加療により腹部症状は改善。H18.2.26生活訓練施設青山荘へ退院となる。

	家族構成


　

	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父は20年以上前に亡くなっている。

母は83歳であり、兄（次男）と同居している。

尻内町にある自宅に夫氏（54）がおり、青山荘には週に一回来荘し、本人に小遣いを手渡し、外出も一緒に行う。来所の際に青山荘職員から荘内の生活に関して情報提供している。



平成　18年4月24日（月）

	氏　名
	清川　厚子　氏
	男・女
	生年月日
	　昭和　29年　6月　12日（51歳）

	問題点
	介入方法

	①糖尿に関しての自覚がなく、暴飲・暴食が目立つ。（→糖尿病の悪化・合併症の予防）
	・糖尿病に関しての学習会を定期的に行い、病気に関しての知識を得て健康づくりへの意欲を引き出す。

・金銭の浪費にも繋がっており、自炊を禁ずる。購入したいものがあれば買い物へ行く前に職員へ必ず相談することとしている。

・週に一度は外出しているが、その際は外食は認めている。その食事に関しては強い注意はしていないが、後日栄養面を検討することを考慮し、食事内容は本人から聞き出し把握している。

・本人が頻回に通うカラオケ店や青山荘他入所者等から食べものを受け取り、大量に摂取してしまうこともあるので、日常的な関わりの中で注意を促すなど周囲の人へ理解を求めたり、本人と「断る」スキルを個別で練習している。

	②職員へ依存的であり、訴えや支援要求が頻回である。（→青山荘内だけでの生活・退所後の家族その他周囲の人への負担軽減）
	・職員から目標達成できたものとそうでないものなど表現やかかわり方を変える。

・活動内容によっては１人で行っていただいたり、途中まで一緒に行うなど分ける。また、その際に本人に１人で出来たときの評価を上げる。

・退所後の生活を意識させ、生活するために自宅での生活を想定し、一人で日課を行う機会を設けている。

・他入所者との関係性を築けるようにプログラムなどにも参加させ、集団の中での役割を持たせる。

・青山荘だけでなく、退所後の生活に必要であると考えられるデイケアや青明舎の職員・他利用者との交流が持てるように仲介役となり、本人の「話をする場」「頼る場」の形成をしていく。

	③気分の変動が激しく日課へ支障がある。

（改善→生活リズムの確立・対人技能の向上）
	・一週間の振り返りを行い本人が納得できる一週間であれば外出や趣味活動（カラオケ、外食）は行えることとしている。

・週明け（月曜日）や外出後はやや生活活動に対し怠慢となってしまう傾向が見られることからこのことを意識させ関わりを持つ。

・生活上の身の回りのことに関しては毎日出来ていることと出来ていないことを記録させ、出来ていない部分や自発的には行えない部分に焦点を当てる。

・何かを「したい」場合や「したくない」場合には必ずその理由を話すこととお願いしている。


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	平成18年2月26日に青山荘入所。以前不眠・独語・通院拒否・服薬拒否・排尿困難などが入院の原因となっており、観察を要している。ADL、IADL（買い物・料理・掃除・洗濯など）の自立を目標とし、青山荘での訓練を開始するが精神遅滞もあり、落ち着きがなく、集中力の欠くことも多く、作業や説明などは繰り返し何度も行う。入所当時には新規入所プログラムにも積極的に取り組んでいたが、時間が経過するにつれ、身体的な理由をつけたり、自閉的となりプログラムや当番、デイケア通所の拒否が見られるようになり、「入院したい。」との訴えも聞かれる。（H18.5～）本人の目標とその評価の再確認や修正を主治医・家族・職員と一緒に考える事で青山荘入所継続を本人が決定する。（現在デイケア月・水・金の3日間。火・木曜日は青山荘で個別プログラムを組み、行っている。）

日課が行えなく、再入院を希望した理由の一つが、対人関係の不得意であり、他入所者との関わりが少ない状態であったが、徐々に交流が増加している。しかし、職員へ依存的となり、職員へ過度に話し掛けや訴えがある。少人数での活動は好み、青山荘のプログラムにも積極的な参加が見られる。

糖尿病のため、20単位の食事制限を設けているが、食べたいという感情が強く、外食時や自炊時にはやや多量摂取してしまう。糖尿病に関しての学習を職員と一緒に行い現在食事量の調整を行っている。

運動に関しては、「苦手。」と話しているが、青山荘でのプログラムで職員が一緒に個別対応したり、万歩計で目標設定することで運動する事が出来ている。




プラン計画者　氏名：　山田　忍　　　　　　　　　　　　　

青山荘　施設処遇会議①








H16.4�退院・デイケア利用開始 





10年ほど就業





S29�出生 





S44（15歳）�中学卒業 





S56�八戸赤十字病院入院 





H4.5�八戸赤十字病院 入院





H16.１�青南病院入院 





H5.7　　退院 





H17.7�青南病院入院 
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本人 





長男　群馬県在住 





次男　母氏と同居中 









































H18.2�青山荘入所 








